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	Ⅳ-１．国際共同研究イノベーション拠点
	国際共同研究イノベーション拠点においては、以下の選定の基準を適用する。
	a）事業趣旨、及び目標と対象分野
	提案内容は事業の趣旨、及び対象分野に合致していること。
	対象分野における日本-中国の国際共同研究の中心及び研究成果の社会実装
	の中心としてふさわしい事業であること。
	研究期間における目標が適切であり、またその根拠が妥当であること。
	b）研究意義（課題の重要性、目標達成によるインパクト、波及効果など）
	研究終了後の具体的な研究成果が期待でき、当該拠点における研究への取り組みが両国にとって重要かつ妥当であること。目標達成により、相手国に対して、十分なインパクト、波及効果を有すること。
	c）研究代表者
	研究代表者が、提案された拠点運営、社会実装を意識した研究を推進する上で十分な洞察力、及び経験、リーダーシップを有していること。当該事業での支援期間中の共同研究を円滑に推進できる協力基盤（拠点設置先機関との協力実績を含む）を有すること。
	d）実施組織・体制
	当該拠点による研究・協力を推進する上で、日本側、相手国側機関による協力・支援が得られる見込みがあること。また、各組織間の協力実績、連携上の必要性などを踏まえ、本研究を推進する体制が適切であること。常駐または長期滞在できる日本人研究者を当該拠点に置き、研究を行うとともに、産学連携をコーディネートする人材と体制を有して連携プロジェクトなどとの連携活動、社会実装活動などの運営が活発に行われること。
	e) 研究計画
	提案された研究構想を実現する上で適切な研究計画であり、また予算計画であること（相手国研究機関との研究分担、拠点設置先機関のコミットメントを含む）。
	f）独創性、国際的優位性
	先導的・独創的であり国際的に高く評価される研究であって、今後の科学技術に大きなインパクトを与え得ること、または国際的共通課題の解決に貢献すること。革新的技術シーズの創出に貢献し、新産業の創出への手掛かりが期待できること。
	g）研究・協力の有効性、及び相乗効果
	相手国の研究者・研究機関の知見・技術・ノウハウの獲得や活用、相手国の特徴的な資源、及び地理的メリットを生かした研究など、相手国研究機関との研究・交流により相乗効果が期待されること。
	h）研究成果の普及・展開可能性、及び拠点研究の継続性
	課題解決に向けた成果の社会実装が期待できること。以下に示す持続的な国際共同研究・ネットワークの強化、さらに普及・展開に向けた活動（事業モデル構築、社会実証・実装に向けた前試験など）を含めて、自立・持続的な拠点共有と協力関係が構築できること、またその期待が高いこと。
	・人的交流を通じた若手研究者の育成
	・当該拠点を基盤とした相手国との共同研究の持続的な発展
	・研究代表者・主たる共同研究者以外の研究者も含む、相手国と日本のネットワークの拡大
	・相手国における、科学技術協力の象徴的存在としての地位、日本の科学技術プレゼンスの向上
	Ⅳ-２．連携プロジェクト

